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１．紹介 
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Motionnetは、 ７種類のＬＳＩをＲＳ－４８５インターフェースを使用し独自のプロトコルによって制御するフィールド
バスです。 

ＬＳＩには、 

マスター側：センター ＬＳＩ（G9001A） 

ローカル側：.Ｉ/Ｏ ＬＳＩ（G9002A）、Motion ＬＳＩ（G9003,G9103B）、ＣＰＵエミュレーション ＬＳＩ（G9004A） 、ポート間
I/O制御LSI（Ｇ9205）、HUB制御LSI（G9H50A) 

が有り、１個のセンターＬＳＩから最大６４個のＬＳＩを制御することができます。Ｉ／Ｏ制御だけで構成する場合２０
４８点、Motion制御だけで構成する場合６４軸のパルス入力タイプステッピングモータあるいはサーボモータが
制御できます。また総延長ケーブルは１００ｍです。 



１．紹介（マスター機能：センターＬＳＩ） 
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センターＬＳＩ（Ｇ９００１Ａ）は、ＣＰＵとの間でＲＡＭを介して送受信データの受け渡しを行います。 

Ｉ／Ｏ制御では、センターＬＳＩがサイクリックにローカルＬＳＩとの送受信を自動的に行います。 

Motion制御とＣＰＵエミュレーション制御では、CPUからのデータ通信コマンドにより、サイクリック通信に割り込む
形で、通信を行いたいローカルLSIとのデータの送受信を行います。 

Ｉ／Ｏ制御では、一つのローカルとの４ｂｙｔｅ固定データを最大１５μｓｅｃ以内、Motion制御とＣＰＵエミュレーション
では最大２５６ｂｙｔｅのデータを１６９．３μｓｅｃ以内で通信します。例えばMotion ＬＳＩに移動量とスタートコマンド
データを書き込む場合は１９．３μｓｅｃ以内です。 



１．紹介（スレーブ機能：ローカルＬＳＩ） 
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ローカルＬＳＩ 

Ｉ／Ｏ制御 ＬＳＩ（Ｇ９００２Ａ）は、３２ｂｉｔのデジタ
ル入出力制御できます。 

Motion制御 ＬＳＩ（Ｇ９１０３Ｂ）は、パルス出力に
よるモータ制御機能がＬＳＩ内部にあらかじめ準
備されており、センターLSIから移動量・速度など
のデータやスタートなどのコマンドを受信し、セン
ターLSIからの要求に応じて位置カウンターやス
テータスなどの情報を送信します。 

ＣＰＵエミュレーションＬＳＩは、本来ＣＰＵが制御
すべきＬＳＩを、ＣＰＵデータバスをエミュレートす
ることでリモート制御できます。例えばこれを
使ってアナログ入出力専用ＬＳＩを制御すること
ができます。 

ポート間Ｉ／Ｏ制御 ＬＳＩ（G9205）は、センターＬ
ＳＩ（Ｇ９００１Ａ）を使用せずに2ポート（16ビット）
の入出力信号の制御ができます。またセンター
ＬＳＩからも制御ができます。 



２．特長 
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１．モータメーカ・モータタイプを選ばない 
◆パルス列出力によりどのモータとも接続可能 

Motion制御ＬＳＩの使用により、どのメーカ、どのタイプのモータでも同じソフトウェアで制御できます。 

◆ハードウェア補間制御による安定実行：任意2軸の円弧補間、最大64軸の直線補間 

Motion制御機能があらかじめ組み込まれたMotion制御ＬＳＩを使って制御するため、センター側で頻

繁に移動量や加減速度データを計算することなくＬＳＩに任せることができ、さらに個々のＬＳＩ間で自
動的に補間制御ができます。 

２．マスター側の処理能力に依存しない 
◆ＣＰＵの能力に依存しない 

シリアル通信は、ほとんどハードウェアが
行ってくれるため、ソフトウェアが介入する
ことが少なくなっています。そのためＣＰＵ
の負担が少なく、高速なＣＰＵを必要とせず、
通信に特殊なプログラムも必要としません。 

◆コストパフォーマンスが良い 

高級なＣＰＵ、高価なリアルタイムＯＳなど
を必要とせず仕様通りのパフォーマンスを
発揮します。 



２．特長 
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３．応答速度が速い 
◆Ｉ／Ｏ制御３２点：１５．１μｓｅｃ以内 

無駄のない通信フレーム構造とフレームとフレーム間が最少時間になるように工夫されていま
す。 

◆１軸移動量付きスタートコマンド：１９．３μｓｅｃ以内 

モータ制御の中で良く使う制御方法ですが、この時間で送信できます。 

４．導入・立ち上げがしやすい 
◆システム構築にソフト・ハードの負担が少ない 

ほとんどの通信はＬＳＩが行うため、特殊なソフトウェアや高機能なハードウェアを必要としませ
ん。 

◆モータ追加や変更に柔軟に対応 

パルス入力タイプのモータ制御のほとんどに対応しますので制約が少なくなっています。 

５．ライセンスは不要 
ライセンスを購入せずともＬＳＩの取扱説明書だけでシステム構築ができ、ユーザー個々にオリ
ジナルなシステムも組めます。 



３．仕様 
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通信レート ２０Ｍｂｐｓ 

通信時間 サイクリック通信 
１５．１μsec/局 4byte 

トランジェント通信 
 １６９．３μsec/局 256byte 

制御ローカル数 ６４局 
・すべてI/O制御の場合、2048点（max） 
・すべてモータ制御の場合、64軸（max） 
 モータ選択：自由 
 モータ制御：PtoP/円弧/直線補間 

接続方式 マルチドロップ方式 

通信制御方式 サイクリック通信、トランジェント通信 

データフレーム長 サイクリック通信 ４byte／局 
トランジェント通信 ２５６byte／局（max） 

リトライ ３回（トランジェント通信時） 

物理層 ＲＳ４８５、半二重通信 

絶縁方式 パルストランス 

ケーブル長さ 100m(max)/0.6m(min) 

通信LSI G9001A / G9002A / G9205 / G9103B / G9004A / 
G9H50A 



４．専用ＬＳＩ 
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1.センター ＬＳＩ G9001A 
Ｉ／Ｏ制御用に256バイト、データ通信用に512
バイトのRAMを内蔵し、最大64個の各種ロー

カルＬＳＩの制御が行えます。データ通信では
256バイトが扱えます 

製造販売先：日本パルスモーター株式会社 

2.Ｉ/Ｏ ＬＳＩ G9002A 
センターＬＳＩ（G9001A）から、4バイト（32ビット

）の入出力信号の制御ができます。入出力信
号制御は、サイクリック通信によって常にセン
ターデバイスと通信が行われます 

3.Motion ＬＳＩ G9103B 
1軸制御（パルスコントロール）ＬＳＩです。動作

中の速度および目標位置のオーバーライド、
三角駆動回避機能、バックラッシュ補正、停
止時の振動抑制、ソフトリミット、多様な原点
復帰シーケンス、機械系入力、サーボイン
ターフェース、数々の機能を装備。これらの
豊富な機能により複雑なモーションコントロー
ル・システムが容易に構築できます。 
デバイスの汎用入出力/軸制御のステータス

情報は、サイクリック通信で常にセンターＬＳＩ
と通信が行われ、また軸制御コマンド・レジス
タ情報の読み書きは、データ通信によって行
われます。 
また、G9103Bは上記に加えて、Motionnetを
経由した2軸間の円弧補間、2軸以上の直線
補間制御ができます。 

4.ＣＰＵエミュレーション ＬＳＩ G9004AＩ
ローカル側でＣＰＵのように振る舞い、いろいろな周
辺ＬＳＩを制御できます。また、ローカル側に別途ＣＰ
Ｕを接続し、そのＣＰＵとの通信を行うこともできま
す。 
・センターＬＳＩからの指令で、ＣＰＵ端子信号（コント
ロール信号、アドレス・データバス信号）を生成しま
す。 
・ＣＰＵ端子信号に、各種高機能デバイスを接続す
ることでセンター側からリモート制御することが可能
です。 
・デバイスのステータス情報（割り込み、ＦＩＦＯの状
態など）は、サイクリック通信で常にセンターデバイ
スとの通信が行われ、またＣＰＵ端子生成情報は、
データ通信によって行われます。 

6.ＨＵＢ ＬＳＩ G9H50A 
通信ラインの任意の位置に入れ機能をアップさせ
ます。  分岐／ライン上のノイズ除去／信号波形
修正／通信距離の延長 

7.パルストランス NPT102F 
差動信号ＲＳ－４８５、絶縁用パルストランス 

5.ポート間Ｉ／Ｏ ＬＳＩ G9205 
センターＬＳＩ（G9001A）から、またセンターＬＳＩを使
用せずに2ポート（16ビット）の入出力信号の制御が
できます。 



５．採用実績 
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Motionnetは、2003年発売以来、全世界で100社以上の採用実績がございます。 

- Motionnetシステム構築用メイン＆スレーブユニット 
- 汎用サーボ＆ステッピングモータドライバ、コントローラ 
- 半導体・液晶製造装置、検査装置 
- ＬＥＤ製造装置 
- 産業用洗浄装置 
- 医用機器システム 
- 部品実装機、加工装置 
- 自動半田付け装置 
- 工業用編み機 
- シミュレータ装置 
- ビル管理、照明管理システム 
- コインロッカー管理システム 

＊その他、I/O&Motion制御用途にて多数の採用事例がございます 



６ ．国際標準ＳＥＭＩ規格、主要採用メーカー 
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国際標準 ＳＥＭＩ規格 
≪“Motionnet®”は、国際標準規格 “ＳＥＭＩスタンダード” に準拠しています。≫ 
省配線システム“Motionnet®”は、国際標準規格“ＳＥＭＩスタンダード” 
SEMI E54.21「Specification for Sensor Actuator Network for Motionnet Communication」 
として認められました。 
“ＳＥＭＩスタンダード”は、半導体・ＦＰＤ・ＰＶ製造業界に於ける業界基準として世界中で利
用されており、この規格に準拠した“Motionnet®”製品は、装置内ネットワークのグローバ
ル・スタンダードとして安心してご採用いただけます。 

主要採用メーカー 
- 株式会社 ハイバーテック 
- 株式会社 テクノホロン 
- 神津精機株式会社 
- 日本パルスモーター株式会社 
- 株式会社 エル・アンド・エフ 
- 歩雲工控 
- ADLink 

- ADVANTECH 
- ALPHA MOTION 
- COMIZOA 
- FASTECH 
- HIGEN 
- ICP-DAS 
- TPM ＊その他、国内外において多数の

メーカーで採用実績がございます 



７ ． Motionnet協会、幹事会社 
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幹事会社 
株式会社ハイバーテック 
http://www.hivertec.co.jp/ 

株式会社テクノホロン 
http://www.techno-holon.co.jp/ja/index.html 

日本パルスモーター株式会社 
http://www.pulsemotor.com/ 

Motionnet協会 
Motionnet協会は、ネットワーク通信システム“Motionnet”を広く世界に普及させ推進することを目
的とし2009年6月に発足しました。このシステムを皆さんと共有することにより、自動制御技術をより

いっそう向上させ、効率・品質を高め、安価にそして変化に対応できる柔軟なシステムでありたいと
願っております。 

神津精機株式会社 
http://www.kohzu.co.jp/i/ 


	つかいやすい！つなぎやすい！つくりやすい！
	内容
	１．紹介
	１．紹介（マスター機能：センターＬＳＩ）
	１．紹介（スレーブ機能：ローカルＬＳＩ）
	２．特長
	２．特長
	３．仕様
	４．専用ＬＳＩ
	５．採用実績
	６ ．国際標準ＳＥＭＩ規格、主要採用メーカー
	７ ． Motionnet協会、幹事会社

